
令和６年度 

第１回地域家庭教育推進会津ブロック会議 
 

１ 開催日 令和６年６月１２日（水）１３：３０～１６：２０ 

２  会 場 道の駅あいづ 湯川・会津坂下 会議室 

３ 開催趣旨 

   この会議は、会津地域の家庭教育の現状と課題を把握し、課題解決に向けた実践活動を推進する

ため、各郡市ＰＴＡ連合会・学校代表・企業代表・地域代表による協議を行うものです。 

   昨年度までの３年間では、会津地区の不登校増加傾向という課題を受けて、不登校支援をテーマ

に話合いを進め、不登校未然防止とその対応のための資料としてリーフレット及びホームページ版

（詳細版）を作成しました。 

今年度は、この作成物の有効的な活用と新テーマ「親子のコミュニケーション」について協議を

進めました。 

４ 内  容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 「家庭教育リーフレット」の有効活用について、情報共有を行う。 

   ・ 多くの人の目に付く機会が増えるとよい。親も周囲から取り残されている人もいると思うので 

そういう人の目に付くようにしたい。そのために、各学校のホームページにリンクを貼ってもら 

うようお願いしてはどうか。 

   ・ リーフレットは、保護者以外にも参考になる内容であると思う。様々な団体に周知できるように、

効果的な配付の方法を考える必要がある。 

   ・ 各 PTA での情報共有が必要である。 

   ・ ＱＲコードを有効に活用したい。また、校長会での配付も有効である。 

   ・ 幼児期が大切である。就学時健診で配付してはどうか。 

   ・ 支援ネットワークが、それぞれどのような活動をしているのか、リーフレットからその詳細が分

かるとさらによいのではないか。 

   ・ 不登校になってからではなく、日頃からの意識が大切だと思う。PTA の私たちがインフルエン 

サーとしての役割を果たしたい。 

   ・ リーフレットを保健室に置いておき、不登校の保護者から相談を受けた際に、手渡しできるよう 

にしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     家庭教育リーフレット（表面）           家庭教育リーフレット（裏面） 

 

※会津教育事務所ホームページ参照 （https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/70410a/） 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/70410a/


 

 

 

 

 

 

 

 

  

                

 

 

 

                      

 

       

 

 

 

 

 

                                   

○ まとめ（鶴見常夫 委員長） 

・ 初めて参加される委員の方々が多い中、大変熱心な話合いが行われた。 

・  リーフレットの活用については､本日出していただいた課題を少しでも改善できるよう取り組み、引 

き続き多くの方々に活用していただけるように働きかけを行っていく。 

・ 各グループから出された「親子のコミュニケーション」で大切にしたいことの項目については、事務

局でまとめ、リーフレットの大枠を作成する。その内容について委員長が確認後、委員へ郵送し意見を

求めていく。今年中には項目を確定させ、２回目のブロック会議では、具体的な内容について協議を進

めていく。 

 

６ 本会議の成果と課題について 

  

 
〈成 果〉 

〇 今年度半数以上の委員が人事異動等により入れ替わったが、継続の委員が分散するようにグループを

編成することで、会議をスムーズに進めることができた。 

〇 新規の委員には、事前にリーフレットを配付し、あらかじめ目を通し協議に参加するようお願いして

いたことで、活発な意見のもと、今後の有効活用について確認することができた。 

〇 今年度から２年次計画で「豊かな人間性を育む親子のコミュニケーション」をテーマとして、ブロッ

ク会議を進めていく。社会環境の急激な変化が、子どもの育ちにも大きく影響を与えていることに不安

をもつ委員から、様々な視点からの意見が出され、有意義な話合いができた。 

〈課 題〉 

● リーフレットの活用については、委員がそれぞれの立場から継続して活用を働きかけていく。また、

新たな周知方法についても検討していく必要がある。 

● 「親子のコミュニケーション」の協議では､その内容を家庭にどう伝えていくかを今後検討していく

必要がある。 

（２） 新テーマ「親子のコミュニケーション」について課題の洗い出しをしながら、リーフレット作成 

の柱立てをＫＪ法から考える。 

（１班） 

・ 親子共々時間がない中でも、親子の時間を大切にする必要がある。 

・ 地域の行事に関わることで、地域とのつながりを深めていくことが大切である。 

・  親子共々メディア依存の現状がある。メディアの正しい使い方に対する啓蒙の必要がある。 

（２班） 

・ 孤食についてそれぞれの家庭が考えていかなくてはならない。親の意識を高める必要がある。 

・ 家庭内でのルール作りが必要である。スマホを使うルールについては、各家庭で話し合わな 

くてはならない。 

・ 親が子どもを大切に思っているという意思表示をしっかりと子どもに伝えるとよい。 

過保護、過干渉による、親子関係の見直しが必要である。 

（３班） 

・ 子どもに対する言葉遣いと態度を親が考えないといけない。 

・ しつけができない（注意ができない）親が増えている。 

・ 親子間のあいさつの必要性を伝えていかなくてはならない。 

・ 親自身、子育てに対する知識を得る機会が必要ではないか。 

 

【当日のグループ協議の様子から】 

 

KJ 法：断片的な情報・アイディ

アを効果的に整理する目的で用

いられる手法。 

付箋に情報を記入し、並べ替

え・グループ化することで、情

報を整理します。 


